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 策定協議会の議事録を読んで、原案は区が提示した事を知った。他の自治体では文面から

協議会で作っているところもある。もっと協議会に主体性を持たせても良かったのではないか。 
 
 子どもの医療費補助制度が、港区では小学校卒業まで、北区では中学卒業まで入院費が無

料、品川区でも外来入院とも無料にするとのこと。新宿区でも検討してほしい。 
不妊に悩む人たちへの対応も考えてほしい。 
 
保健センターの指導で昔の考え方を押し付けられ傷つけられた保護者も多い。 
日々の子育ての悩みを抱えている在宅育児家庭の親の支援を考えてほしい。 
 
 保育園の障害児の受け入れが２名は少ない。重度の障害児の保育園入所の枠についても

拡大してもらいたい。 
 
学童クラブの新一年生の春休みの対応を改善してほしい。 
 
ＣＡＰ勉強会（子どもへの暴力防止プログラム）を推進してほしい。 
 
 多様な保育サービスの実現で民間委託が進められているが、委託化のプロセスが示されな

い、分かりづらい。時間をかけて進めてほしい。 
 
学校、保育園、学童クラブの連携が希薄に感じる。 
 
マンションで子育てしているが、騒音の苦情が心配 
区役所内では子育て支援ができているのか。区の職員はどう感じているのか。 
子ども達がこの地域で育ってうれしいと思えるような街づくりができればと思う。 
区長と直接話し合えるこのような場を本当に感謝している。 
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